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日本產全蠍目及脚鬚, 


高 島 春 雄 


東京文理科大學動物學敎室 


は し が き 

予は今年5月6日全く意外にも山階芳麼侯御派遣第四次琉球列島生物調査隊 


* 東蓝產全蠍類脚霑類の調奄（其の二） 

* 本稿は東京博物學會より發行せらるべき博物學叢書の1篇として去る昭和15年!2月 
汹日完描，新年早々右叢書の編輯:者の手に渡りそれより旬日を經ずして書肆商ヶ原刊 
行會に屆けられたのであるが，其の後右叢書の刊行は全く停頓し完稿以來滿2年半を 
閱したのに未だに印刷されない。それで當初の意阈を變更し本誌に揭載することにし 
た0窗員各位の御寬恕を仰ぐ0本稿が空しく書肆の編輯室に埋もれ T 居る間に荖者の 
調査は進み旣に（其の三）から（其の八）までを仕上げた。玆には舊稿の儘沿載に附 
することにしたから讀者は旣刊の（其の一）（其の三）（其の四）（其の五）（其の六） 
等をも併せ覽て本稿の補遺にして頂き度い。本搞を博物學叢嘗の1篇として準備中江 
崎悌三博士は予の請を容れ卷末に附錄として添へるべき「南洋群島の蠍」を特別寄稿 
せられた。それも本稿と運命を共にしたので本稿揭出の號の卷頭を飾らせて項くこと 
になつた。永らく停頓して御迷惑をおかけした同溥士に西ヶ原刊行會に代り深くお 
び申し上げねばならぬ0 




が®じた m 物漂品中蛛形綱脚鬚目關係の4瓶を交附され其の査定報告の貴に任 
ずることになった。然るにそれより一雨日を經て同候御派遣第三次琉球列島生 
物調査隊採集に係る全蝎目及 WM 目關係標品〖9瓶を落掌し之も一諸に調査せね 
ばならぬことになつた。之等の大多数はサソリモド キで 肀 へャマサソ リ之に次 
ぎ3頭のみがマダラサソリであった0調査の結果は r 琉球列島產全蝎目及脚 m 
目」.の題下に一文に纏め8月 12 日 Biogeographica の原稿として同誌編輯者の 
御手許に届けた。然るに帝阈版圖內に產する兩目關係の種類は僅少であるから 
之を機會に上記3種以外のものも實物を檢定して置き度くなり，/知友先輩に格 
別の御援助を願つて小笠原産のサハダムシ以外は中々の珍品をも借用すること 
が出来，更に海南島や北支の全蝎をも人手する機會に惠まれ二先づ夫等の成果 
を「日本產全蝎目及脚鬚同」の題下に1】月30日午後2時より東大理學部二號館 
講堂に於ける日本動物學會例會席上講述し幻燈により撮った寫眞の數々をも供 
覧した。右は舌によるものであるが今回は同じ題下に筆によるものを公にする 
ことにした。調査開始以來半歲になったに過ぎぬ乏しい資料で一書を編成させ 
るのは心臟の强い次第であるが.此の際之を纏めるのは少くとも予にとり今後 
〇調査に便宜であるし亦日本產の之等2目を綜述した便利な文獻も見當らぬ 
から多少は一舣動物學者の御參薄にもならうかと思ふのである。若し博物學叢 
書といふ企てが無ければ斯う急速 K 纏める氣も起らなかったであらうから，無 
理にも執筆せねばならぬ運命に予を逐ひ込んだ畏友印取弘玄學士に最大ゐ謝辭 
を捧げねばならぬと思ふ。江崎悌三#士，丘英通博士，佐藤井岐雄學士，古川 
晴男學土は或は專門©知識を頒たれ或は予の上司として不斷の鞭撻を賜ひ或は 
標品に文獻に格別の便宜を與へられ予をして奮起此の小册を成さしめられた 0 
衷心よりの謝意を表明し度いと思ふっ革葬の微臣高島舂雄偶々皇紀二千六百平 
の佳き歲に際會し謹んで聖壽の萬歲を奉唱すると共に龊意 0 一端として木書を 
梓忆上せ得るを無上〇欣幸とするものである。 

皇紀2600 年 12月28日 

著者 識 

全 蠍 目 

各蠍目はサソリの仲間である。サソリは蠍であつて蝎ではない。「蛇蝶の如 
( {は蛇翁; U 書いてダケッと云ふのが正しい c ? 蛾は蟲の名であるが全®となる 
と—旦释かしゼ後鹽濱にしたものを指す，即ち藥名であって「重修本草綱目啓 




蒙」などにも尾を用ひるのを蝎梢，全身を用ひるのを全蝎と云ふとし，全蝎を 
本來の蟲の名と想ふのは非であると誌してある0現在でも全囑は蝎其の物の意 
に用ひられる。予は脚鬚目に對し全蝎目と3字宛揃へる爲に擇んだのでそれ以 
外の事由を持たせてない。江戶時代には®舶が活物を，唐山からは鹽藏の物が 
は入つて來て長崎方言ジャムシと前記「啓蒙」に書いてある位であるから，サ 
ソリは時々舶來し當時の本草家や好事家の手には入つたに相違無いが，一般に 
は毒のみ誇大に傳へられて其の實相を知る者は極めて尠かつたであらうと考へ 
られる 0 之は交通の柘けた今日に於ても尙且つ云ひ得ることである。 

本邦の蝎は故岩川友太郞氏が動物學雜誌に「本邦產の蝎類」（1906)なる報文 
を公にされて以來各種の學名は略々決定的となつた0近く扮39年岸田久吉氏は 
第一次滿蒙學術調夜研究團報吿にキ 3 クトウサソリ綜說とも稱すべき雄篇を發 
表された。日本の蜗に關し分類學的に最も寄輿し且將來も寄與すべきは之等の 
2纏であらう。螨の毒の病理學的方面の業績は内外共に頗る多いが本書は其〇 
範域には全然觸れぬことにした。邦產3種の分類上の位置は下の如く且つ相互 
は撿索表により容易に識別することが出來る〇 

SCORPIONEvS 全蜗目 
Buthidae キ 3 クトウサソリ科 
Bath in ae キ 3 クトウサソリ亞科 
JButhus Leach (1815 ) キョクトウサソリ屬 
( 1 ) B. martensii Karscb, 1879 キ 3 クトウサソリ（岸田久吉氏 190 8) 
Isometrvs Hempricb ct Ehrenber ^ ( 1828) マダラ サソ リ屬 
( 2 ) I. europaeus C Linnaeus , 175 8 ) マダラサソリ （岩 川友太郞氏 1906) 
Scorpion idae コガネサソリ科 
Ischnurinae ヤへャマサソリ亞科（假稱） 

Liochetes Suxulevall (1833) ャへャマサソリ屬 
( 3 ) X . australasiae ( Fabriciu ?, 1775) ャへャ マサ ソリ （岩川友太郞氏1906) 
A 毒針の下方に袋刺を缺く 

B 樹狀器には16〜25齒を列生する.第3,第4步脚の脛節先端に1棘を具へ 

る ... .. .. キ ■ クトウサソ 11 

BB 櫛狀器には5 〜 8齒を列生する.第3,第4步脚の脛節先端に棘を 缺く 

. . .*. .. ャへヤマサソリ 





( 8 ) 


AA 毒針の下方に袋刺を有する.櫛狀器には〖7〜19齒を列生する.第3,第4歩 
脚の脛節先端に棘を缺く ... マダラサソリ 

1 キ 3 クトウサソリ （極乘全蜗） 

Buihus martensu Kursch , 1879 

Bathus mariensn Karsch , Mitteil . Mueiictiener entomol . Vereins vol . m , 
p .112 (1879) 

色彩 19*10 年 S 月 15 日山西省繁峙縣峩口鎭大日本軍警備隊卜-チカにて成城高 
等學晈生徒副島英三郞氏が浦獲した成雌につき生時の色彩を記戟する0液浸の 
檩品では背面は前腹は濃褐色觸 
鬚 • 步脚及び後腹は汚黃褐色を呈 
するのが常であるが生時は前腹の 
暗靑色と他の部の淡黄色とは好き 
對比をなして爽々しい感を與へ 
る。液浸のものからは一寸想像出 
來ぬ色彩である。 

背面は背甲は帶黃暗靑也 觸 fA 
は灰黃色で步脚より多少濃く鉗の 
み稍々濃色となる。前版は暗靑綠 
色，第7節は前緣のみ喑黃色で他 
は淡黄色に漸移し，後腹は淡黃 
色，第5節は黑.青色（液浸のもの 
は黑褐色となる）で毒衰に接する 
小域のみ淡黄色，毒褢は黃色で毒 
針の基部は黃褐色.端部は黑色。 

步脚は何れも灰黃色或は淡綠黃 第1岡昭和 1*4 年1?月南京にて購人の 

色。肢面は前腹各腹板は前半暗綠 全蠍略々自然穴「江崎悌 

色，後半淡靑綠色，最後の節のみ 一士。’. 

汚黃綠色に推移する。第,3乃至第6腹板には外緣に近く左右1雙の黃白色方形 
斑が透いて視える。之は畜肺である。後腹は黃褐&で4條の縱敬は黑褐色，第 
5節目は黑靑色。 

大 P 淡黄色。第1節は背甲下に隱れ第2節は上下より扁壓され長さは幅に 





勝る。前端には刺毛を粗生する。其の內緣は鉤狀となり3齒を具へる。下面に 
は刺毛を密生させる。第3節は同じく鉤形で可 KrKL 3齒を具へ第節端部に 
對し小さい鉗を形成する。齒狀を成す部分のみ赤褐色。 

觸鬚基節は大部分大腮に隱される〇轉節には不規則な献狀隆起が多く，爾後 
〇節よりも明かに短小で基部は細まり端部は膨れ上面に少数の刺毛を生ずる。 
腿節は略々圓柱狀で內外兩緣に戰粒の畝が明瞭に認められる。外緣の端部に近 
い方には刺毛を列生 d 馆4節脛節は前節より僅かに長く基部に近い內緣は隆起 
し全體として前節よりも膨れで居る〇顆粒の畝は前節に等しく，刺毛は少い〇 
第5節掌は主部は楕圓形に膨れ端部は主部と略々等長であるが內方に緩く弧状 
をなす鉤となり ■ 同じく鉤狀で可動性の第6節と共に鉗を成す。兩鉗枝は内外 
兩緣に短細毛を列生，上部枝では中に2〜3本の長細毛を交へる/上鉗枝〇內 
面には1條の如く見えて其の實12條程の斜に走る顆粒の條線があり，其； Dft 側 
には13個の黑赤色顆粒が見える。下鉗枝即ち動鉗枝 も 顆粒條線及び內側の黑赤 
色顆粒•は同樣である0 

背甲略々梯形で前狹後廣，頗る顆粒に富み特に隆起して畝となつて居る顯著 
なものは前緣に發し斜內方に中眼£に到る1雙.中眼丘の後方よ D 發して後緣 
に達する1雙である〇1雙の中眼は黑色で明瞭。前外隅に近く側 K 丘があつて 
各 3 個の小側眼が見られる。之までの本邦〇文獻には側眼は各側 5 個と事も無 
げに書いてある〇 

前腹背板7.枚は良く發達して居る。中畝並びに側畝は各節共明瞭。背板は下 
方のもの程幅廣く笫7節のみ前廣後狹で梯形狀，側畝も內外2條ある。下面は 
上より順に觸鬚の基節，其の下方®;角三角形狀の第1步脚腮葉，其の外方の觸 
鬚腮葉，胸板，性昴，第2節腹板.櫛狀器等一機に淡綠黃色.第3乃至取6腹 
板は横長の矩形で外下方に近く1對〇氣門を開く。何れも平滑，第7節のみ前 
廣後狹で顆粒多く縦走する2雙の畝がある。 

槪狀器外緣部は大體3部に區分される。長短多数の刺毛を側上方に列生。中 
間部は8部程に區分され何れも短小で側上方に刺毛を生ずる。內緣部は紡錘狀 
小板で之を隔てて牙狀の®が列ぶ。本個體では右 rs 本左18本である。本種は8 
は〖9〜25本，9は16〜雜本と稱され齒數が二次性徵の一つに算へられて居る0 
後腹明らかに前腹よりも長い0第1節は長さは幅に略々等しいが第2節以降 
は長さは幅に優る矩形狀である。上面は第1節は翁端と正中とが凹み2雙の顆 



(]0 ) 


粒の敵が著しい。第 2. 3, 4節も略々同様で あるが , 第 1 節は少数の顆粒不规則 
に散在して內方の畝を示さず，外剛の畝も幾分不分明。隸名襄は丸く膨れ上方よ 
りは心臟形.側面よりは卵形に見え，先端は靡針となり#紫と等: R 位，內方に彎 


曲し銳く尖る。下面では 
第1乃至第 ！ S では2雙の 
顆粒性縱畝著しく第5節 
のみ縱献は3條，第5節 
後端廣い®間膜上に十字 
形をして肛門が開口。毒 
囊には僅數の刺毛を生ず 
るのみ。毒創•に對向する 
袋刺を生じない。 

步脚 斑紋無く同形で後 
方のもの程長大〇浓1步 
脚の前跗節は多數の刺毛 
を生じ，端部に於て1對 
の棘を前方に出す。第2 
步脚も同様。第3及び第 
4步脚は脛節先端に1棘, 
前跗節に：2棘を具へる。 
各步脚は跗節先端に大形 
な2本の上爪と小さい1 
本の下爪を.上爪の後上 
方に1起出を附隨させ 
る 0 



測定成雌（單位耗 )0 
玆に體長は背甲の前端よ 


第2圖昭和9年9月朝鮮京城にて瞬人の 
全蠍〔鹽漬）種類は前圖と共にキヨクトウサ 
ソ9 S 然大[江崎悌三博士密贈寫眞〕 


り腹部末端まで，觸 M 長は腿節の基端から跑節來部まで，步脚長は腿節基部よ 


り泔節の上爪の末端までを测つた値である0 

體長56背甲長7背甲幅8腹部長扔腹部幅 9.5 大腮長 2.5 觸 M 長 



(1 り 

23第1步脚長13貉2步脚長15第3步脚長19第4步_長25 
二次性徵 本®の二次性徴に關しては近年沖波實氏 （1939) 岸田久吉氏 （1939) 
の報文がある 0 岸田氏が對比された項0は頗る多い 0 判り易い形質としては次 
の2點に歸するであらう。1)$の觸鬚に於ける動鉗枝は基部に近く1個の疣狀 
の膨出があり不動鉗枝の之に對應する部位は陷凹して居る。？に於ける膨出と 
陷凹は殆ど不明撩で且つ鈕枝は SO それよりも稍々細長である。 2) 3の性扉は 
左右兩半が正中で會合はするが癒着せず可動性である。 

分布 分布に關しては岸田氏の報文(1939)に詳しい。蒙古•滿洲•關東州 • 
朝鮮 • 臺_ • 民國け町北省 • 河南省 • 山災省 • 山西省 • 江蘇省 • 福建省等）に 
產する。臺藹からは近年全く採集されぬのであるが，同島には居なかつたとい 
ふ 積極的證據提供 も 至難である。 

2 マダラサゾリ （斑全蝎） 
i 如 mWrws euroDaeus ( Lrimmeus , 1758) 

Scorpio europaeus Limuieii ‘ c , Syst . Nat ed .10, p . 625 (1758) 
Isometrus europaeus , Kraepeliu , Jb ； Hurab . wiss . Anst . viii , p , 245 (1891) 
以下は成雌に就いての記載である。 

色彩液浸の衬料では背面は黃色の地に黑褐色の斑紋があり前腹部では規則的 
に，觸鬚及び步脚では不規則的に並ぶ0腹面は步脚共淡黄色，後腹部〇み背面 
同様黃&で黑褐色不規則の斑紋が多い。マダラサソリの名に背かぬ。 

大聰 黄色。第1節は背甲下に隠れて見えぬ。第2節は上下より扁壓された圓 
简狀，黑褐色の網狀斑紋があり，其の內緣は延びて鉤狀となり，同じく鉤狀で 
可動の第3節に對向し小 ft を 形成する。 

觸鬚 基節は大部分大腮に隱される。轉節は黒褐色の大斑を有し腿節に近く — 
大陷凹が見られる。策3節腿節4略々圓柱狀で內外兩緣並びに其の間に2條夫 
々顆粒の畝を生ずる。黃色の地に黑褐色の斑點•が多い。脛節は前節と略々等長 
ながら中央部一層膨大し，過半は黑褐色斑紋で占められる。掌は基部黄色で 小 
黑褐紋散在し，端部は黑褐色で先端 K 至るに從ひ淡色に變る長鉤（上鉗枝） と 
なる。第6節は下鉗枝で上鉗枝に對向し绀狀を呈する。兩鉗技は掌より明かに 
長く對向面には6乃至7列に分岐する顆粒條がある。內外兩面に細毛を列生。 

背甲汚黃 a で黑 褐色 斑が多い。 底邊と蒿さと 略々等長な梯形で顆粒#多， 中 
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央を劃する縱溝がある。前緣は內方に弧狀に抉られる。側眼丘に各3個の小な 
る側眼があり中服 ft には左右1對の中服が位;！する。各小眼は黑褐色で光輝が 
ある0 

前腹背面には良く發達した7背板が見られる。黑褐色斑は中畝に沿ふもの略 
々1縱條を成し其の惻方に曲折ある稍々太い黑條が各1本あ;5* 0 中央の】條と 
左右の兩條との中間，背板後緣上に各1個の黑褐斑があり第 .7 背板に至り亂れ 
て不規 W 诚紋となる。背板は第丨のもの最も幅狹く爾後次第に幅を增し第7背 
板は梯形を成して尻つぼみとなる。何れの背板も顆粒に富む。下面では觸鬚基 

部〇下方に半月狀の1雙の 
腮葉，其の内方に1雙のバ 
ナナ狀の第1步脚腮葉が見 
られ，其の下方第3,第4步 
脚の基®]に挾まれたのは胸 
板である。其の下方1雙〇 
慈姑狀の性扉は左右相接し 
何れも中央:に陷凹あり，之 
に接し掻に狭い甲板即ち第 
2腹板が見られ中線に沿つ 
た上半は深い溝となる。第 
3乃至第6腹板は總ベて幅 
廣い矩形で淺い2縱溝で3 
分せられる觀がある。第7 
腹板のみ稍々圓い梯形で幅廣く下方は狹まり光澤に乏しく顆粒に富む。 

梅狀器外緣部は縱の2溝により3區域に仕切られ多數の毛を主に上方に列生 
せしめる。中間部は大小7部分程に仕切られる〇內緣部は紡鍾狀の小片を經て 
牙狀突起下方に向ひ櫛齒狀に並列する。其の齒數は各測17〜19本である。 

後腹背甲及び前腹の合長よりも長い。各甲板は後方のもの程細長い。毒襄は 
上面より観れば心臟形で銳い1鉤毒針を出す。毒針は内下方に蠻曲し長さ 
は襄部に及ば萃い。毒襞下面末端に1鉤（袋刺）を出し毒針に對して居る。 
步脚上面は黃色で黑褐色の斑紋不規則に生じ下面は汚黃色で斑紋を缺く〇何 
れも同形で後方のもの程長大，生ずる刺毛は先方のもの程數多く跗節內面の毛 
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は刷毛狀，跗節先端には2鉤爪を附隨 させる 〇第3，第4 兩步 脚の脛節と跗節 
に棘無く前 1付節の先端に 2 棘を具へる。 

測定 成雌（單位耗)。體長44背甲長5背甲幅5腹部長39腹部幅7 
大■長 2 觸 M 長19.5第1步脚長 9 . 5 第 2 歩脚長11第3步脚長 I 2 . 5 
第4步卿長1「） 

二次性徵本®は9も華奢であるが S は更に甚しく觸鬚織細，尾狀の後腹も狹 
長で軀幹を遙かに凌駕して居る。之は全蜗 中二 次性徴の最も顯著な1例で分類 
學者の夙に氣附いて居る處である 0 例へば AVerner (1934)の MonognipU の 
149 H に揭げられた圖を參照せよ。 S は體長70粍にもなる。尙 S の掌は殆ど滑 
かであるが9は多少明瞭な_線を有する。 

分布 前報に記せる如く本邦版圖內では臺灣 • 琉球 • 内南洋に產し近年小笠原 
諸島で蕃殖する様になつた。 S は尠いらしく檫品として保存せられるものは大 
抵？である0此處に記®に用ひたのは小笠原母島にて 7. V . 1939岡部正義氏 
採集の成_である。櫛狀器の齒數は右刪17本，左側は折損ある爲全數は知り 
得ないが 1 T 本まで數へられる。矢張り17〜〖9齒の範_を脫しないものであら 
う。 Pococ*k (1900) に據ると本種は“船舶により東洋區方面からアジア • アフ 
リカ•アメリカの熱帶•亞熱帶地方に浸潤した” ものである〇 恐らく現在は熱 
帶 • 亞熱帶地方に殆ど沉世界的に分布して居るものと考-へられる。 

色彩斑紋本 ffl に紛らはしい海南島產ヒノモトサソリ Lychas mu^onaius (Fa 
bricias , 1798) は 1) 第3,灯 U 兩步脚の脛節先端に內方に向ふ1棘あること2> 
櫛狀器の齒數は 17-22 本なること 3) 後腹の各節は幅廣く頑丈で$に於ても特 
異でないこと等により識別される0 

3 ヤへヤマサソリ （八重山全蝎） 

Lwehcles australctsiae (Fabricai , i /5 o ; 

Scorpio aitslralasiae 1 へ ibricius , Syst , Ent ., p . 399 (1775) 

Liocheles australanar , Simoi )， J . A . S . B ., lvi , p .113 (1887) 

以下は成雌に就いての記 K で色彩は アルコホル 漬標品 に基いてある。 

色彩 If 面は暗褐色.觸 M のみ褐色，背板は多く灰褐色で灰白色の關節膜が良 
く發達して居る0後肢は暗褐色で毒襄のみ黄色。腹面は汚黃觸 M は褐色， 
後腹は毒囊を除き暗褐色，腹板は灰褐色。 

大隨 褐色。第1節は隱れて見ぇず，第2節は上下に扁き圓筒状.黑褐色の‘不 



規則線條亂れ滑かで光澤があり，內緣は延びて鉤狀となり同じく鉤狀で可動の 
第3節と共に小鉗を形成する。ばを成す兩鉤は銳い齒を列生，下面は刷毛狀に 
毛を密生する0 

觸鬚背面より觀れば基節に績く轉節は凹凸著しく顆粒多く光澤がある。上方 
に數本の長刺毛を生ずる。腿節は圆柱に近く，內緣の鋸齒狀を成す顆;粒條は黑 
色に染めら•れる。脛節は更に幅廣く基部は强く內方に抉られる。掌は最も著し 
く長さは背甲長を凌駕し基部より急に膨れて幅廣く外緣の顆粒條は黑色，端 
部は黑色の鈎となり尖端のみ淡色.略々同大同形の上餅枝と共に鉗を成す。鉗 
は掌よりも明かに短く釾向面は2條の並行せる顆半立條を成す。各節何れも頗る 
顆粒に富み光澤あり，刺毛を粗生する。掌には個體により略々正中を黑拔色の 
縱條が走る0 

背甲褐色で不分明な網狀斑があり，顆粒を密布し光澤に富む〇前狹後廣の四 
邊形で中央を劃する縱溝があり後緣に近く斜上に走る1雙の皺襲がある。前外 
隅に側眼丘存し各3個の小側眼がある0又縱溝の中央より稍々上に中眼丘があ 
り左右1對の中眼が位置する。各小眼は夫々黑色。 

前腹雌では肥えて長大である。背面には7背板が見られる。第1，第2のも 
のは幅狹く褐色，爾餘のものは幅廣く灰掲色或は汚褐色，皺襞多く光澤に富む。 
最後のものは略々半圓形にっぼまる。關節膜良く發達し灰白色を成して各甲板 
の間に認められる。正中線上の中畝は餘り著しくない0下面では第2步脚の下 
方第.％第4兩步脚の基節に挾まれて五角形の胸板が見える 6 Y 字狀の窪みが 
中央より稍々下方にある0其の下方對性の器官は性扉であるが兩半は縱條を隔 
て、左右癒合し全體は長楕圓形となる。第3乃至第6腹板は總ベて幅廣い矩形 
で灰褐色或は淡汚褐色.淺い2縱溝で3分せられる覜がある。第7 E 板のみ外 
緣圓く半圓形を成して終る。各腹板は點刻を密布し光澤がある。 

樹狀器外緣部は3都に區劃され刺毛を數本生ずる。中間部は-部に分れるが 
殆ど1枚の甲片となって居る。內緣部より丰ずる牙狀突起は太短く圓简狀で數 
も少い，前報に於て八重山產13例 （3 S 6109 9) にっき齒數を調べたのでは 
4〜了齒であった。內南洋ャルート島產69 9 ( 高桑良興氏の御厚意に依るもの） 
では片側の端部_した1例を除けば右 6 本左 6 本，パラォ島產1早 （ 羽根田彌 
太氏の御厚意に依るもの）では右 7 本左 7 本なるを示し，4〜3齒の範_を出で 
ぬものと想はれる。1例にっき計測するに樹狀器の全長 M 粍位のも〇 ゞ 最外 
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側の 1 齒（最も太きものに該當する）では長さ 3.4 粍幅 2*7 粍位。 

後腹後腹は軀幹に遙かに及ばぬ。毒褒のみ黄色，他は黑褐色乃至暗褐色〇各 
節願粒多く長剌毛を列生する。笫°,第4兩背板には微小なる端棘が認められ 
る。毒裏は下方に20本程の刺毛を生じ內下方に鉤曲する銳い毒針のみ赤褐色。 
^*•11 は長さ遙かに毒襄に及ばず且つ對向する袋刺を生じない。 

步脚上面は黃褐色で肉服では認められぬ程度の不規則な褐色斑紋を生す•る。 
何れも同形で後方のもの程大。膝節は長さ腿節に及ばぬが幅は廣い。第3,第4 
步脚の脛節先端に棘無く K 附節の先端は内方に1棘を跗節の先端に近く外方 
に向く1棘を具へる。 Sf 付節末端には大形な2上爪と小さい1下爪とを附隨させ 
る） 

測定、，成雌（單位粍)。體長35背甲長5背甲幅 5.5 腹部長30腹部幅 
大腿長2觸 H 長17邡1步脚長8第:2步_長 9.5 第3步脚長10.5 
第4步臟11 

二次性徵 S では 1) 前腹短小で肥大せず 2) 性扉は左右兩半明瞭に區割され， 
癒合して長楕圓形にならない0 6は？に比し少いこと他の蝎と同様である。 
P < Hi > uck (1900) に據れば成雌では45粍或はそれ以上に達するものありと〇こと 
である。 

分布帝阈版圖内では臺灣（鹿野忠雄氏〔1930〕に據れば紅頭嶼にも產すると 
と明かである） • 琉球*內南洋に產する 0 國外では I « do - Ma ! aya 及び Austro - 
Malaya 地方に汎布する（中支•南支•ビルマ•テナセリム • 比律食 • 馬來群 
岛•ニューギニア •北オーストラリア•タヒチ） と云はれる。日本 產全蝎中最 
も個體數多き極類と思はれる。 


全蝴目は Kraepelin の基礎的述作 （1899) に於て Bothriuridae , Soorpioni - 
dae , Buthicfae , Vejovidao , Chaerilidae , Chactidae の 6 •科に分たれ近く Wer ¬ 
ner (1934) は下揭の6科に按配した。各科〇撿索表を譯出すると下の通りであ 
る。尙岸田久吉氏 （1939) は胸板が2枚に分妓する Bothriuridae のみを裂胸亞 
目 Schizostethi , 他の總ベての蜗は胸板は1枚であるの故を以て全胸亞目 Holo - 
stetbi と全蝎目を先づ2亞目に分ち夫々に科を配置する法式を採られて居る。 
r 胸板は少くとも幅は長さの2倍に達する，併し屢々長さが幅を超えること 
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がある ....... 2 

—胸板は2枚の細い橫斜の板に岐れ幅は長さの數愔（時に殆ど認め難いこと 

もある）.植狀器の中間部は大抵眞珠を列ねたる如き形 ... 

… .. — .. . B(^thriurirJae ヒラタサソリ不斗 

2步脾跗節の基部に關節膜中に外側及び内测に向ふ1〜2個の距跗がある.胸 

板は屢々前方に向つて狹長となる . 4 

—步脚跗節の基部に關節膜中に外方にのみ1個の跗距がある.胸板は顯著な 
S 娜 . 3 

3 毒針の下方に袋刺がある . 

. Diplocentridne ディプロ ケン1、ルス科 （假稱 ） 

—毒針の下方に袋刺は無い . Scorpionidae コガネサソリ科 

4 頭胸部各側に3〜5個の側眼を具へる ... 5 

一側眼は各側2個（稀に缺くこともある） . 

.. Cbactidite カクタス科（假稱） 

5 胸板は前方は三角形を成して狹まる.極めて稀には五角形を呈する（此の 
場合には第3,第4步脚の gf 寸節基部に附距を具へる）.樹狀器の中間部は眞 
珠を列ねた樣には見えない.側眼は3〜5個，往々浠針の下方に袋刺がある 
. Bufhidtie キ 3 クトゥサソリ科 

—胸板は側緣平行し幅は長さに勝り深い中央溝が見られる.櫛狀器の中間部 
は往々眞珠を列ねた如き樑•了-.側眼は常に3個步脚 JH 節の基部に K 距を 

缺く.毒針の下方に袋刺も無い . Vqjovidnc ァカサソリ科 

脚 鬚 目 

1862年 II .(1 Wood は Tkelyphomts stimpsonit 即ち今日のサソリモドキを 
記載した〇 W . Stimpson の採集品で産地は “ Japau ” となつて居る 0 日本より 
知られる最初の脚 ■!=! である 0 1897年 K . Kraepelin は臺灣產に基き Tifpopt - 
Uis formosanus を記載したが之は今日のサソリモドキの6である。 190 G 年 F . 
Fclu'angart は臺灣產につき Typopeltis crucifer crucifer Pocock ， T . crucifer ko - 
chi u . subsp . の 2 型あるを認めたがどちらも今日のサソリモドキ其の物である。 
1908年我が岩川友太郞氏は日本動物學彙報に琉球及び臺灣のサソリモドキの 
種の同定なる1報文を公にし琉球及び臺灣產サソリモドキは Typopeltis stimpso - 
nn なることを鬧明された。爾來永く此の學名が踏襲され其の觀察の正確と相 
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侠って貢獻する處#かった。予は此の大先覺に深き敬意を捧げるものである。 
1911 ^Kracpclin Schizomus sauicri の記載を公にしサンリモドキ以外にも 
脚 s 目の邦產 a あるを示した0瓜奶年岸田久吉氏は短鞭族の他の1 s 小笠原に 
産することを報じ之をサハダムシ Trilhyrcus scnvamti なる新極とせられたが 
正式の記狨は米だに出て居ない〇翌1031 ^大島廣氏はサソリモドキが熊本縣 
天萆牛深に居ることを報ぜられた。 〗 〇邓年遂に無鞭亞目が日本0 Fauna には 
入った。江崎 t 沿三氏は Charon を內南洋 Palao にて獲たることを報じ，之を 
Charon r/raiji papxiamts Tliorcll と同定された。偶然にも鹿野忠雄氏は同じ华 
OP 本 M 物畢#大舍に臺满 J 紅頭颯で Charon を採ったことを演說された。1940 
年江崎®三氏はサソリモドキ綜說とでも稱ずべき「サソリモドキの分布」なる 
1文を發表なさ〇た。予は比40年5月以来日本產脚鬚回關係の資料蒐集に努 
め一先づ共の成果を「日本產全螅0及卿鬚0」〇題下に日本励物學#1940年11 
月例#席上講述した。 

邦帝 W 鬚口旣知種の分類上の位置は下の如く且っ相互は檢索表により容易に 
識別することが出來る。 

PEDIPAI/PI 脚鬚目 

Uropygi 有鞭亞目 

Tartarulcs 短鞭族 

Schizomidae ヤイトムシ科 

Schizovnis Cook (1899) ヤイトムシ屬 

(1) S . sauferi Kraepcliu , 1911ヤイトムシ（岸田久吉氏 1913) 

Trithyreus Kraepolin (1899) サハダ ムシ 屬 

(2) T, sawaclai Kishida ( MS .) サハダムシ（岸田久吉氏 1930) 

Urotricha 長鞭族 

Thelyphonidae サソリモドキ科 

Typopeltls Poccck (1894) サソ リ モド キ屬 

(3) T . stimponii ( Wood , 1862) サソリモドキ（高松數馬氏1883) 
Amblypygi 無鞭亞目 

Tarantulidae ウデムシ科 

Charontinae カニム シモドキ亞科 

Charon Karsch (1879) カニムシモドキ屬 
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( 4 ) a gray % ( Gervai =„ 1844 ) カニムジモドキ（高島 1 如 0 ) 

A 背甲は長さ幅に勝り外緣は略々平行して居る腹部求端の3節は圓筒狀と 


，なり先端に尾狀附魘物を附隨せしめ : S . .. .. .有鞭亞目 

B 背甲は4乃至5枚に分岐し尾狀附屬物は短く1〜4節. . 

.. . .. . .. . . .. ……纖族ヤイトムシ科 

C 背甲は4裂.雌〇尾狀附屬物は4節 . . . .べヤイトムシ） 

CC 背 甲は5裂. 雌の尾狀附屬 物は3節 . . . V ‘…….（サハダムシ） 

BB 背甲は1 枚で 分岐せず 尾 狀附屬物は長ぐ# 數 節よ' J ) 成る . . . 


. . . . . . .. 長•酿 サソリ千ドキ科 

(サソリモドキ） 

AA 背甲は長さ幅に劣り外緣は弧状に膨出. K 部末端は圓く尾狀附屬物を附隨 

させない.第1步脚の跗@は異様に細長で多數節より成る . ... 

..... . . 無鞭亞目ウデムシ科 

B 前胸板は下端に於て膨大し幅廣き扁平板となる中胸板も後胸板も幅廣 
V>. 步脚财節に褥盤を缺く.第4步脚の脛節は1節乃至2節 .. 

•."•••ハ . . . . . ，•雀-一”フリニ クス亞科(假稱) 

BB 前胸板は下端僅かに膨れる程度.中胸板及び後胸板は小さく方形或は幅 
は長さに-劣る 

C 跗節末端に褥繫を缺く第4步脚の陧節は3節 . .. .. 

.... .. .. . . ハ…••…•••，タランツラ亞科（假稱） 

CC 跗節末節には明かな褥盤がある.笫4步脚〇脛節は.4節（稀に3節） 

.. .•••. . . .力=ムダモド，キ亞科 

(力矣ムシモドキ） 

1 サソリモ F キ（擬全蝎） 

Typopdtis stimx>sQnn (Wood, 18^2) 

Thelyphonm Mimpsonii Wood, Proc. Ac.id ； ^Nat, Sci. Philad., 1862 > p* 312 
Typopeltis ^ti?npsoni? t Pcccc^c, Add. Mag. Nat. HisK sen 6, vdh xiv, 
no. 80, p. 126 ( 腦） 

以下は成雌に就いての記載で色彩»マルコホル漬擦品に基いてある <1 
色彩背面黑色.步脚及び尾狀附屬物は赤味を帶びる〇腹面は赤黑色，涉 W の 
基節は際立つて'栗茶色.觸鬚の基節も赤味が龈い〇 
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大聰短小で H 覺ましからすへ第2節は赤褐色で先端は黑色の鉤となり同色の 
第3節と鉗狀を成す。其の附近刷毛狀に毛を密生する0 

觸鬚雄偉で先端鉗狀を成す。基節腹面は他,の諸節よ D も赤味强く稍々滑かで 
光澤に富み前方に鉤狀の1突起がある。轉節は幅狹く內側に廣く陷人し背面よ 
り觀る時は内方に5棘並び生じて仔推動物の五.趾脚狀，腹面より觀る時は之に 
對し同じく内方に2棘起生する。腿節は肥大するも平凡。脛節は背面に於て內 
方に1大棘を派出し尖端銳ぃ。總節も形状前節に似て1大棘を内方に出し腹面 
に於ても〗小突起がある0附 Si は軍一の鉤狀で餘®!の1大棘と略々同大同形， 
離節の大棘に向つて動き m 者にて鉗を成す。基節及び轉節の腹面内方には刺毛 
を列生，躕 Sti 内面にも刺毛多く中に觸宫の機能あるらしき1長刺毛を混ずる。 
背甲前後に長ぃ5邊形狀で前緣に刺毛を粗生する。前緣に近く眼丘上に左右 
1對〇中眼，それより侧緣を成す溝に沿つて下れば各側に3個の側眼がある。 
背甲には體節の區分は認められぬが，全體顆粒狀突起多く上半正中の縱溝は顯 
著 0 

胸板觸 MO 基節，第1步脚•第2步脚の基節に劃される前胸板は下向〇 2等 
邊三角形。第2步脚の基部に挾まれ身動きならぬ有様に年つて狹小な中駒板が 
あり上下2牧に區割される。節4步脚の基節及び第1腹板に圍まれる所上向の 
2等邊三角形を成して後胸板がある0 

腹部小判形で〗2節ある〇背面より觀る時は第1乃至第9腹節迄は幅廣く略々 
梯形であるが第10乃至第12節は急に狹まり第12節は圓简狀。此の先には更に 
狹長で體長を凌駕する鞭狀物が附屬して居る〇 50節を超え細毛に交つて刺毛 
を粗生させる0腹面より觀れば腹板は赤味强く光澤がある。第5乃至第 S 腹板 
に於て各1雙の顯著な陷凹がある。縱位の楕圓形に見え其處のみ光澤無く之等 
の凹みは各腹板を略々等面積の3區域に分割する觀がある。背面に於ては圆形 
の凹みに見え同じく第1乃至第8腹節に顯著で'ある0之は内部に於て背腹兩甲 
扳を垂直に連ねる筋肉があつてキチンの外皮のそれに附着する部分が斯かる凹 
みとして見えるのである0 

步脚第1步脚は他の3對に比し著しく織弱。基節 • 轉節は短太，腿節 • 膝脛 
節 • 雜節は細長で短刺毛を粗生する〇跗節は赤味强く 9節に岐れ毛を密生する 〇 
老熟した個體では先端の 2-3 節は內方黑染し缺則を示す。或る個體では先 
端より2番口のもの即ち第8節に於て缺刻は最も顯著であり，他の個體では左 
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のものに何等の異常無く（即ち黑染或は缺刻の部認められず）右のものは上よ 
0 4節 H のみが黑染し且っ缺刻を示した。第2乃至第4步脚は形尋常で後方 
のもの程長大となる。基節の腹面は何れも滑かで光澤がある。轉節は短太‘，腿 
節は肥大して長く，短い膝節，細長の陘節短い m ® を經て跗節は3節に區劃 
され先端に鉤曲した 1 2爪がある。跪® i 及び跗節には刺毛を密生0 
測定 成雌（單位粍)。體長45尾狀附屬物長30+バ中途にて折損）背甲長 
17背甲幅10腹部長28腹部幅〗3大聰長5觸鬚長21第1步 W 長 
55 ^2步脚長31第3步脚長33馆4步脚長44 

二次性徵 本種は二次性 a 顯著で成雄は次の3點のみでも成雌とた易く識別さ 
れる〇 1) 觸鬚轉節は背面よりは前方に疣狀の突起を出し之より後方は小さい 
4齒狀突起がある（成雌では第:2齒最大） 2) 觸®脛®の内方に向ふ突起は先端 
篦形に擴張し齒狀突起がある（成雌では突起は棘状‘） 3) 第2 B 3 節は腹面に於 
て外終部を除き栗茶色で僅かに盛り上った狀を呈し中央に不明瞭な縱溝がある 
(成_では此の部分は大體四灼形で中央の溝で明かに左右 2 區に岐たれる）〇 
分布 國內では臺_ • 琉球 • 九州のみから知られる。臺灣では南端の恆春半島 
に極めて普通，東海岸では臺來から花蓮港方酣まで產する。鹿野忠雄氏よりの 
御來信で紅頭嶼にも樓息することを知った0琉球では西表島，鳩問島，石垣鳥， 
沖繩本島が旣知，九州は離島の德之島， 賴大島， 諷訪瀨島，平島，口之鳥， 
硫黃氮竹島を經て薩摩半島の南端枕崎*坊，泊附近に塵し又上擊島（鹿兒島 
縣下），熊本縣天草島下島中深（北緯32 0 1ソ）にも樓息する。國外では支那の南 
京（伍獻文氏，江崎悌三氏)，大冶（石川 IK 治郞氏標品所藏）其の他恐ら く揚子 
江以南の地に汎く分布するものと想はれる。民國以外よりは未だ見出されな 

い 0 

2 サ ハダ ムシ （澤田蟲） 

TrUhyreus sawadai Kishida (MS.) 

Trithyreus Kraepelin, Tien', Scorp. efc. p. 234 (1899 Marcli) 

Tripeltis Thorell, Ann. Mns. Geuova xxvii, p. 554 (1889) (uora. praeocc.) 
Triploinus Cook, Pj oc. Eut. Soc. AVasb. vnl.iv, no. 3, p 2-30 (1899 April) 
Habbardia Cook, Proc. Ent. . y oc Wusii. v.)l. iv, no. 3, p. 250 (1899) 

旣揭の 4 種は調査するのに手頃の大きさであるが本種と次のヤイトムシは體 
長1糎に滿たぬ小脚 M 類である 0 本屬は背甲の後方のものは方形を成す左右の 



2 枚に完全に分離するか或は 狹い 透明で色無き稍々膜質の中冏部で隔てられる, 
亦ャィトムシ® では 後方の1 枚は 全然分岐しないか或は中央比_合線を遺存せ 
しめる のみで ある* と從來考へられて居たが此の標微は然る如く顯著なも〇 
ではない。 Kritopjlin(1911)^t]Lmscn の 說に聽 き の 尾 狀附屬物4節に分妓 
することを ヤイトムシ ffi の之に取つ て 代るべき標徵としたのは尤もである（サ 
ノ 、ダ ムシ ® では ‘3節 ） c 本既は アフリカ • 印度•セイ ロン • ビルマ • タイ • シン 



第4 [岡小笠®產サハダムシ 上は背面.下は側面 

蒋しく擴大〔辯田久吉氏より〕 


ガボール•比律 
賓*小笠原•二 

ニーギニア • 

ーブリテン等に 
分布し.北米 Ca ， 
lifornia からも 
Cook により】種 
記載された〇19 
2) 年澤‘田秀三 
郞氏は小笠原に 
採集旅行をされ 
同地の蜘姝類標 
品を岸田氏に贈 
られたところ， 
其の中に TViY %- 
re its の在る〇を 
岸田氏は見出し 
和名も學名も採 
集者に因み上記 
の如く定められ 
た。岸田氏(し卜 
n. c an a , Tokyo , 
vol ii p no . 12, 

p .19 193 0) は 


サ ハダムシの ho レ > t ype (9) の全形圜を示された丈で記戦は未だ公に なさって 




居ない）其の浚今日まで此の1頭以外本種を採集した人は無いので，予は實物 
を撿する機會無く種的©徵も體長なども知るを得ない0 
3 ヤイトムシ （装點蟲） 

Sehizomi s sauteri Krncpelli?, 1911 

Schizomus sauleri Kra< p^lin, Mitt. Nnturh. Mu-, vol xxviii, p. 100 ， 

PL, fi:?. 2a-h (1911)—*Spaijer, Mitt. Zool. Mas. voL xxi, no. ?, p 
200 (1936) 

Sehizomus Cook, Prtc. Ent. S( c. \Vai-h. vol.iv, uo. 3, p. 249 
Nyctahp$ Cambridge, Amu Mug. Nat. Hist.- sor. 4, vol, x, \\ 410 
(1872) (uom# pracccc.) 

Schizonolws Thoroll, Ann. Mu、Genova vol. xxvi, p. 358 (183^) 

(uom. prae( ； ec.) 

本馬は屯アフリカ•セーシ 丈 ル群島 • 印度 • セイロン * ビルマ • * 西印 

度 群島のキューバ岛， マルチニック 鳥•中米 ユカタン， 南米等熱 帶 • 亞熱帶地方 
に分布は彳凡い。 

Kiaepolin 〇原記には楞品は有名な H. Sautcr が©:灣高雄で採集した多數 
の 6, £ 及び幼■で Huniburger ]\£use»ra に保 ff されるとある。 Spcijer の檢 
したパルリンの Z(>ok)g : sche3 ^fustnin) 〇檫品は1 DOG 年2月8 口盗® : 离雄で 
fiaujtor の採姐した18 3 9 9である 0 1Ia!nlHirg の博物®のとどういふ關係にな 
つて居るのか其の來歷は知らない0日本では加藤正世氏が1926年3月 U 日裏 
北州士林郡芝山巖の? *TF で1頭を獲られた0玫品たるに氣附き共 D 後數回®づ 
て採集に努め更に2頭を獲られた。之はヤイトムシの第2回の採集例であり同 
時に邦人による最初の採染例である。恐らく國内に現存の療-品は予が加藤氏か 
ら拜借中の f きりであらうと推定される 0 併し同好の士が丹念に探采したら，齋 
湾〇あちこちで見つかるものに相違無い。 M-® 標品故精檢し得られぬので Kr- 
aepMin の) 5Q 巳を麻ら引 W して記述す.る。 

色彩前方〇大形の背叩は岱赭色，他は槪して灰色步脚の上酎に於ては灰& 
味が强い，大腿は帶赤色，觸鬚は®赭色。 

觸蠢雨性共大體同採の構造を示す〇基節は背甲に B れて見えぬ〕轉 S は兩性 
共前方に鈍い彎曲を祈するのみで長い突起を前方に起生させない d 此の膨出の 
側固観は s では稍々直角に近く ？では no 度位である0腿節はろでは長さは太 
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さの 2 倍， 9 では多少ずんぐりした感があり共に下緣に尖頭或は突起を持たな 
い〇次の膝脛節は6では長さは幅の2倍を少し超え？では張の2倍より稍々短 
い。脛節は兩性共單なる圓简狀で長さは太さの 3 倍。跗節には末端に其の長 
との半に達する爪を具へ其の後下方に〗雙の棘がある。各節に毛を生ずるが末 
端に近きもの程.密である。 

背 甲 4枚に分岐し前方のものは特に著大。眼 ff : は認められぬ0次に三角形の 
1雙の小)；‘を隔て後方の1枚がある。後方の W 板は幼體や雌では正中線に沿ひ 
非常に明白な白色線條があり2枚に分岐して居るかの觀がある。之が成雄た•と 
細い區制線として併し常に認め得る程度に淺つて居る。 

腹部12節より成る。背面では各腹板間に關節膜が良く發達して居り，各腹板 
から1對の後方に向ふ刺毛を起生させる。本種は觸鬚の構遗で成體の雌雄を鑑 
別し得るが最も顯著な二次性徵は後腹部の尾狀突起物にある。予は S 標品を持 
たぬが原記に據るに.3の尾狀附屬物は稜の圓い三角形で幅よりも僅かに長さ勝 
り，柄部は上方からは殆ど心臟形の板狀部の半にも達しない0側面觀では基部 
1 C 1小降起があり次に圓味ある陷凹を隔てて正中に沿ひ一層强い隆起がある。 
此の•降起は次第に後方に平になる。强剛なる刺毛が特に板状部の下方及び末端 
に見られる， a 後の腹節（後腹）は背面後緣に於て2缺刻がある。？の尾狀附 
農:物は長さは蝠の你倍，4節あるが其の分典は餘り明瞭でない。上方から觀 
れば殆ど眞直，最後の.節に於てのみ後方に幾分尖小となる圓简形，長刺毛を粗 
生して居る0 

體長原;?巳には S ?共 3.3 粍内外とあるが本®にもサソリモドキに見る如く雄 
偉の№1®が必ず存在するであらう。予の檢した成_は約6粍を測ろ。體長 3.3 粍 
內外といふのを種的標徴に數へることは妥當でないと思ふ 0 
4 カニムシモ ドキ（擬蟹蟲） 

Charon grayi (Geivais, 184 4) 
grayi Gcrvais, Walckenaer, I us. Apt. vol. iii, p. 4 (1844) 

Charon grayi, Kar?ch, Arch. Naturg. vol. xlv l t p.196 (1871)) 一 Kraep- 
clin, Ablu Ver. Hamburg vol. xiii, p. 42 (1895) — Kraepelin, Tier 卜 
cich, Scoi p ones und Podipalpi p. 247 (1899) 

Charon grayi papuatiu% Esaki, Lansai)ia vo3. viu, no. 75 ， p. 80,1 pi., 3 
figs. (1030) 
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前報文に於て予は本種にカニムシモドキなる新和名を提唱した、 サソリモド 
キなる呼稱に對する便: g : 上の處 [ fi であるた過ぎない。内南洋（同時にミクロネ 
シア）よりは江崎悌三溥士が最初に報ぜられた。氏はパラオ群島に隸屬する1 
嶼 Peliliou 島よりの IS 1?1幼 

體を入手された。成體2頭は同岛 
アシアスルに於けるペリリュー公 

學校長長連政氏の提供に係り幼者 
は um 年3月 （5 日同じ地の腐朽 
した樹幹に白蟒•パラオフトヤス 
デ • 帶馬陸 • ャへャマサソリ等と 
共に同 If •士の獲られたところであ 
る0成體2頭の標品を博士の格別 
の御厚意で拜借調资した0 ?は直 
徑10粍の卵褒を腹部に保持して 
居る。卵の ES ? は‘ムり粍である。 

博士は其の後更に幼體〗頭を採集 
保存なさつて居るが卸敎示に據る 
と該標品は‘‘1933年2月]0日パ 
ラオ（本島バベルダオブ島）のガ 
ルドック植民地の開墾地で伐採さ 
れた,大木の比較的乾燥した樹皮を 
剝いだ時に獲た。南洋では樹皮や 
石等は相當丹念にめくつたのに此 
の極は前後唯2回 （1 回は1936年） 

得たのみである。皮を剝ぃだ時脚 
を擴げた®:靜止して居り觸ると急 
に逃げさうな姿勢だつたので直ぐ 


に手で押へたものである”と。佝 
岸田久吉 K はパラォ產©品3頭を 
所有されて居る。パラオから最初 


第5圖パラオ群島べリリュ—產カニム 
シモドキ上はろ，•ドは 9 S の第1步 
脚は折損0然大 f 江崎悌三氏より} 


入手されたのは1929年1月祝亥子之助氏採集の1頭でパラォ中どの鳥で獲た 
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ものか不明，次^> 2頭は1940年9月コ u — ル島岡部正義氏の採集でぁる。其 
の内の丨頭（幼體）を岸田氏の御厚志により拜領するを得た。今日まで學者の 
手には入つた内南洋產カニムシモドキは以上の7頭に過ぎぬ0斯かる奇怪な姿 
態の.比較的大型な蛛形類が多數樓息して居るものならば人目に觸れぬ苦は無 
く標品の忤數なところから思案して內南洋では稀品と稱すべきであらう。以下 
の忠诚に川ひたのは江崎博士より拜借の成雌で•今は乾燥德品になつて居るので 
精杏に不哽である0色彩は生時.と略々同樣である由。 

色彩竹面喈褐冱で W 甲は：味强い。步 PP は第 2 乃至策4のもの黑褐色帶と淡 
褐色帶と交1；に並び縞を成す。腹面は赤黑色，生時は恐らく步 W の基節は際立 
つて 1 !茶色ではなかつたかと想ふ。步脚の他の部は背面と同色。 

大.涅短小.:、浓 2® は略々圆简状で剌毛を粗生し顆粒多く，第,3節は鉤狀で光 
澤があり刷毛狀に多數の乇を密生。 

觸 a 長大で- - m 第1步脚狀 0 基®は殆ど if 甲に隠れる。轉節は内緣に2列に 
小棘列生し少数〇モがある0腿©は多少外方に弧狀を成す長圓简狀で大小の顆 
粒に富み，内緣には: i 列に數本の長棘を生ずる 0 長棘を生ぜざる部分も緣邊辦 
齒欣を成す 0 乇は誠に胗い C 上面は栗色の部分廣く存するのが0を惹く。脛節は 
前卽より K : かに: U •く 1 M 1 简狀.内緣には2列の長棘を派生し派出レない部分も 
叙®状.上面级部に近い2棘は殊に大きく I . L つ銳い。外緣部には剌毛を列生す 
る。镳卽は基部太く先は稍々加まり莊部に近く大棘を.端部に近く小棘を夫々 
] 雙派生せしめる。外方は刺毛が多い。跗節は全體細く銳く內曲せる1鉤とな 
り跛節よりも長い。弗部より： V )までには内面に刷毛狀に毛を密生する。 

背甲明かに幅は長さに勝1〕外緣圆く前緣に刺毛を粗生〇中火:に中 Kftff して 
2個の中卩 i ほ几へ其〇左右には側限1?.があつて各3個の側服®!足狀に並ぶ〇竹 
叩は顆粒5:密 fii し. H . つ凸凹多く.诒中に沿ひ上力より？パの邊にある陷凹を中 
心に料上及び斜下に走る條滞は為しい。周緣は—•樑に窪んで居る。 

步脚访2步_はウデムシ類の槪徴たる鞭狀に仲長せるもので頗る奇異の觀を 
M する u 轉#は他の歩脚のそれと略々豁長で尋常であるが，’腿節は旣に他•脚の 
脛節と同 I ：位の太:さの捉棒狀で刺毛と細毛とを混生し.次に短い膝脛節を經て 
鞭狀或は絲狀の躕節となる〇汾小節を坏へるが何れも刺毛を生じ最後の®は端 
部您出 3 附節は 44 節より成り各®細毛を派生。爾後の步脚は繊細ではあるが 
步 W 狀を呈して居る 0 腿節は最も幅廣く黑褐色帶と褐色帶と交亙に並ぶ機は比 
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較的單調な他部の色調に比し H を惹く。多數の棘狀毛を生じて居る。膝節は短 
く脛節は棒狀で腿節より•も長く，刺毛を密生し端部に近く ft 色の1聽毛を生 
ずる。躕節では刺毛は愈々密なるのみならず聽毛は數本乃至-卜數本を生じ端部 
に於ては房狀に叢生して居る。跗節の刺毛は内側に於て刷毛狀に列生し第1節 
は長く，短い第2 • • 4節を經て第5節は2岐し上方は細長く鉤狀に延長し其 

の先端に2毛狀突起を出す。下方は太短くて末端に2鉤爪を出し其の内方は特 
殊の釋盤となる。節4步脚のみ脛節は 4 節に區割される。 

腹部 上西 より は慶長小判形。 U 節ある内，後の3節は顯著な ら ざる後腹部を 
成して居る0色彩は暗黑竭色で背 fe 後緣は廣く褐色を呈する。頗る顆粒に富み 
毛は少い.： 下 面は 上面に ]： t し汚褐色味强い。胸板は前胸板は傖形で刺毛多く 中 
胸板は:2個に分れ略々圓形，後胸板は後廣の _) 角形狀である0 
測定 江崎博士が1936年入手03頭に就き曾て計測せられし數_(單位粍）を 
借用すると次表の通りである。 



酿 

卿 

長 

卿 

幅 

觸鑽腿 
節長 

同陴 
節長 

第1步脚 
腿茆長 

同懷節と陴 
節との合長 

同跗 
節長 

l 

20.5 

7 

11 

14.5 

15 

18 

35.5 

折損 

V 


7 

10.5 

11.5 

12 

18 

05.5 

約犯 

幼 


2.5 

3.5 

2.7 

2-1 

4.5 

9 

】0 


分布 奇しくも同年鹿野忠雄氏は蛮■紅頭懊の洞窟で Charon を數頭涞取され 
た.其の内の1頭を古川喑奶氏が久しく保管して居られたのを頂戴して調奔す 
るに旣に豫想されて居た通り本硕と同记して誤無い 0 バラォ糜漂品より一娇大 
きい成雄と艿へられる0紅頭_產に就いては鹿®氏が近く日本 K 物哏瀣報に報 
吿される山であるからそれを待して居る。 

無鞭亞|1は約5 ;種 （Kiist! er 193 2) を含むが夫等はウデムシ科 Timmfulidae 
に統合され旣褐の ■‘! 亞科に區分するのが當 ft 多く採用される找式である0而し 
てカニムシモドキ亞科 CharoutiGae は Charon の他に Catcu/aeus Xhorell, 
Pkrynichomrcto- G ravel v. Sarax Simon, Sl}/f/ophrynus ivra< pJUn, Channrdes 
Qravt'lv, Charinns Simon, Paracharon Hunscii 等の 了屬があるが drou は 
觸11跗©が分節せ ぬので他の 諸馬と檢定を誤る p とは無い0 Kraipiiu (1899) 
は （7. Kar ； cn, 1880, (7. beecjrii Thorell, 188^, C. papuamis Xhorell, 

1888, a subterranen^ Thorcll, 1888 〔此の 時同時に 記敁された C sarawake^ 
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is Thorel !, 1838を Kraep ^ liu は擧げてないが同一視して泣!^いのであらう〕 
等を總ベて Charon grai/i の1種に併合したから Charon の特徴は即ち （7. p 
rayi の種的漂徵でもある。之より先 Lauterer (1895) は淺洲 Brisbane 產 
基き C annulipes を記載したが Gravel / (1915)に據れば此の種は Charon 
の範嗜に屬するものでないとある。江晴博士 （1936) はパラォ產を同定する忙 
當り 「[ Oa ^ p ' liu に據る時は Charon papuanua は當時迄に3巳敕せられた本屬 
中の他の種類と共に Ckaron grayi に合一せしめねばならぬのであるが予は尙 
papuanus を以て Charon grayi の小形な島嶼型と看做さんと欲する」と〇御 



第6圖ジャワのスラバャ產カニムシモドキ"左は S , 右は9 
どちらも硝子板に縛りつけてあるので餘計な物が見え 
る。縮小〔原圖〕 

意見から Charon f/rayi papuanus となさつて居る。 

岸田久吉氏の御配®で Gervais の原記を覧るを得たがそれに據ると模式產地 
は比律賓の Manila (Cuming 採集）である 0 Kra p?lin に據る時は本種はフ 
ィリビン，蘭印の ジャヴ T , アム ボ イナ，更に東してニューギニア，ビスマルク諸 
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島，ソ 〇 モン群島に分布する。其の後 Gravely (1915) は Indinn Museum 所 
"one immature specimen ^ を檢した。產地の明記を缺くが之は馬來半島產 
と推定される 0 Spsijer (1937) は海峽殖民地 Raffles Museum 所藏 “ m 】 e 印 - 
cimeu , St , John’s Island , near Bing ； pore , Marc 卜 ，1932” を報じた 0 而して氏 
に從へば之は馬來半鳥から知られる第2回の檫品となる山であるから同地でも 
稀な種類ならんと推測される 0 尤も比律寅では北から南に至る各烏嶼に稀なら 
ず產することは Fpdjer (1936)の報文からも知られる 0 即ちベルリンの Zoo 
logisches Museum に保存せられる檫品は當時43頭で其の内42頭迄が比律賓產 
である。他の1頭は •• Iir ,/ IV . 1891 in Siid - Javj ?, 1500 m .” とある。岸田氏も 
比律賓產凛品を*5頭所藏される0御來信に據ると夫等はルソン，ミンダナオ， 

バシランの產でルソン.ミンダ ナオのは 洞穴中で山村一郞氏が苦心採集せられ 
たものの由。此の類は洞痛內で屢々採集されるらしいのは上記諸例が示す通り 
である0予は古川晴男氏が久しく保管されて居た Jaw ■品を人手して檢す 
るを得た。之は成熟した雌雄でラベルには Feb . 1930 Grisoe, Soerab ; ija , Java 
とある0山 MV 入重子女史及び令兄の採％品で日本に保 ff されて居る德品中屈指 
の見事なものであらうと想ふ u 本種たることに疑無いがパラオ產，紅頭嶼產を 
後に瞠若たらしむる尤物である0 
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